
旧語部会

研究主題 「個 に応 じた指導の 充実 を図 る国語科 における指導 内容 ・方法の

研究 開発f・ ・一国 語 力の 充 実 を 目指Lて ～ 」

1主 題 設 定 の 背 景 及 び 理 由

現代 は 高度 に情 報化 した社 会 で あ る。 今後 、 この傾 向は ます ます強 ま り加 速す る と考 え ら

れ る。 更 なる高度 情報 化社 会 を生 き る生徒 た ちに、社 会生 活 を営み、 文化 を継 承 ・発 展 して

い くこ との で きる言語 能力 を身 に付 け させ る必要 が ある.高 等 学校 は、 と りわ け、社 会人 と

して 必要 とされ る言 語能 力 の基礎(「 話 す こと」「聞 くこ と」「書 くこ と」「読 む こ と」)を 確 実

に生 徒た ちに育成す る ことが求 め られてお り、 国語 科 が担 う役割 は極 め て大 きい。

平成17年1月 、OECD2003年 度PlSA学 力 調査 の結果 が公 表 され 、 日本 の15

韻 の読 解 力低 下が指 摘 され たePISAの 意 図す る 「読 解力 」は、「与 え られ た 情報 を評価 し

なが ら読 むカ(ク リテ ィカル リー デ ィ ング)」 と 「テ キ ス トの情報 に基 づい て 自分 の意見 を書

く力(論 理的 構成 力)」 とに分析 で き る。 この読 解 力は 、国語科 だ けで はな く学校 の教育 活動

全 体 を通 して身 に付 けて い く もので ある。 しか し、 各教科 教 育の基盤 であ る 「国語 力」 の 育

成 は 、まず 国語科 こそが 担 うぺ きで ある。

「国語力 」に関す る重 要 な指摘 や報 告 が、国 立教 育政 策研 究所 「『平成14年 度 教 育課程 実

施状 況 調査(高 等 学校)』 の結 果」(平 成16年1月)、 文化 審議 会答 申 「これ か らの時 代 に求

め られ る国語 力 につ いて 」(同 年2月)、 中 央教 育審議 会 「学 習指 導 要領 見 直 しに あた って の

検 討 課題 」(平 成17年2月)等 と紐 いて い る。 さらに 「文 字 ・活 字文 化振 興 法」 も制 定 され

た 。 これ らか ら 「国 語 力 」 と は 、 「論 理 的 思 考 力 」 で あ り、 それ を 支 え る 「語 彙 力 」 で あ り、

また 、rテ キス トと 自らの知識 や 考 え方 、経 験 とを結び 付 けて評価 す るカ」 「テ キス トの心情

を理解 し、自らの心情 を形 成す るカ 」「テキ ス トか ら読み 取 った こ とか ら自分 が 考 えた り感 じ

た りした こ とを表 現す るカ 」で あ る と考 え られ る。今年 度 の研 究で は特 に 、先 に述 べたPI

SA調 査 を看過 す る こ とがで きない との 認識 に 立ち 、文 部科 学省 「PISA調 査(読 解力)

の結果 分析 と改善 の方 向」 に あ る 「改善 の具 体的 な方 向jを 本研 究 にお い て も重 視 す る こ と

と した、

しか し、 実 は現 行 の学 習指 導 要領 に 「生 き るカjと してのr国 語力 」 がす で に盛 り込 まれ

て い る。 その 適正 実施 が 「国語力 」 育成 にっ なが るの であ る。っ ま り、毎時 間の 授業 目標 の

明確化 、 目標 に応 じた的確 な評 価、個 に応 じた指 導の 手 だて 、 目標 に対応 した言 語活動 の 実

施 、学 習 内容 の 日常化 ・一般 化 の企 図、 とい う一連の過 程 を意識 して指 導す る こ とが 大切 な

の であ る。 これ は15年 度 、 ユ6年 度の研 究 にお い て も重視 され てい る。 それ に よ って、 国

語科 だ けで は達成 で きな い面が 層 明確 化 し、 その 不足 部分 を積 極 的 に発信 して い く こ とか

ら他教 科 との情 報交換 が盛 んに な り、有機 的 な連 携 に もつ なが る と考 え る。

そ こで、本研 究 で は、過 去の研 究 を踏 ま え、「国語 力Jの 充実 を 目指 した教材 ・指 導 法 を工

夫 し、 そ の実践 を通 して 「個 に応 じた指 導 」の 一層 の 充実 を図 る とともに、各 委 員が発 信 者

と して の役割 を担 い 、国 語科 か ら授 業改 善 に資す るた めの 方法 を構 想 し、発信 した。
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皿 主 題 解 明 の 方 法

本 研 究で は 、16年 度 に引 き続 き 「個 に応 じた指 導 の 充実」 が生 徒 一人r一人に 「確 かな学

力 」 を身 に付 け させ るた めの 有効 な 手段 で あ る と位 置 付 け 、「書 く こ と」 「読む こ と」 の二 つ

の領 域 につ いて分 科 会 を置い て指 導内容 ・方法 の 開発 を行 った。特 にPlSA調 査 の結 果 分

析 を踏 まえ 、 目的 や 課題 に即応 で き る言語能 力 の育 成 にっ いて 、① テ キ ス トを理解 ・評価 し

な が ら読む カ 、② テ キ ス トに基づ いて 自分 の考 え を書 く力、 を高 め る指導 方法 の 開発 に取 り

組 んだ。

r書 く こ と」 分科 会 では 、新聞 記事 を題材 に、 記事 の 書 き手の 主張 を受 け止 め て、 それ に

対 す る意 見 文 を書か せ る指導 方法 を開発 し、 自分 の感 じた こ とや 考 えた こ とを論理 的 に表 環

す る能 力 の 育成 を図 っ た。

r読 む こ と」分 科 会 では 、「現代 文」 と 「古文 」の 二つ の領域 でそれ ぞれ 指導 方法 の 開発 を

行 っ た。 そ こで は、 「評 価 しなが ら読 む」 こ とを共 通の 課題 と位 置付 け た。 「現 代文 」分 科会

で は、 統 計 資料 を読 み取 ってそ こか ら自分 の意 見 を もち、 さ らに文 章 を 図解す る こ とに よ り

構 成や 論理 展開 を明 らか に して、テキ ス トを評価 しなが ら読 む方 法 、「古文 」分 科会 で は、『伊

勢物 語 』「筒 井筒 」 を題 材 として 、文 章に描 かれ た 人物 、情 景 、心情 な どにつ いて 、ス トー り

一 予想 と作 歌 を通 して 作品 を評価 しなが ら読 む方 法 を試 み た。 そ して、 それぞ れ の方 法 を通

して、 課題 に即応 し、 多様 なテ キス トに対 応 で き る読 む能 力 の育成 を図 った。

学校 に お いて は 、全教 科 で 「読 解力 」 の 向上 に取 り組 む必 要が あ るが 、特 に国語 科 の授 業

者 にお い て は 次の点 に留意 して 「読鯉 力 」 を含 む 「国語力 」 の育成 を図 る必要 が あ る、 ① 毎

時 間 の指 導 目標 と評 価 規準 を明確 に した学 習指 導 計画 の 作成 を行 っ た上 で、② 「個 に応 じた

指 導」の充 実 を図 る こ とに よって 、生徒 一人 一人 に 「確 か な学力(国 語 力)の 定 着 」を図 る。

さらに、 ③ 生徒 に よる授 業評 価 を計 画的 に実 施 して 、④ 「個 に応 じた指 導」 が的硫 にな され

た か ど うか を分 析 し、⑤ 問題 点 を明 らか に して授 業改 善 を行 う.一 連 の 学習指 導 の 工夫、授

業 改善 を繰 り返 す こ とに よって⑥ 「国語 力」 の 育成 を 図る。 本研 究 では 、 この 一・連 の指導 方

法 の うち、 特 に② 「個 に応 じた指 導jに つ いて その 方法 の 開発 を行 ったe

皿 研究構想図

倉

一3一



W指 導 の 実 際

1「 個 に応 じた指 導 」の 充実 を図 る 「書 くこ とjの 学 習指 導(国 語 総 台)

一 テ キ ス トに甚 つい て 自分の 考 え をま とめ る能 力を伸 ば す 一

(1)単 元名 意 見文 を書 く(6～7時 間)

(2)教 材 自主 編 成 教材

(a)単 元設 定の 理 由

現在 の社会状 況 の 中で求 め られ る国 語力 は、 広い 視野 を もち、情 報 を分 析 し、 正確 に把

握 し、的確 に 自 らの意 見 を述 べ る こ とので き る力で あ る。PISAの 読解 力 調査 の結果 を

受 けて示 され た改 善 の視 点 に も 「テ キス トに基 づい て 自分 の 考 えを書 く力 を 高 め る こ と」

が挙 げ られ てお り、今 後 の国語 科 にお け る書 くこ との指導 に おい て も改善 を 図 らな けれ ば

な らない。

本単 元は 高等 学校 学習 指導 要領 に記 され た 、「国語総 合1「2内 容 」の 「B書 くこ と」

の 指導事 項 イ に藷 つ い て設 定 した。 言語 活 動例 の 中の意 見文 を取 り上げ た。 意 見 を述 べ

る とい う点 にお い ては 、中学校 学 習指 導 要領 〔第2学 年 及 び第3学 年〕「B書 くこ と」の

指導 事項 工 に よ って指 導が な され てい るこ とを受 け、 ここ では他者 の主張 を受 け止 め る

とい う条 件 を加 えた。 意 見文 を書 き上 げ る活 動 を通 して、 中学校 で 身 に付 け た能力 を確 認

し、活用 し、発展 させ るこ とをね らい と して い る。

具 体的 には 、 まず 、他者 の 主張 を読 み敢 る とい う活動 を設 定 した。 その後 、論理 的 な文

章の型 を学 び、他 者 の主 張に反 論 す る意見 文(400字 程 度)を 書 く。 今 回、 反論 す る意

見文 に 限定 して い るの は、反 論 とい う立場 を明確 にす る こ とで 、生徒 が意 見 を もつ こ とを

容 易に し、論 理的 な 文章 の型 を確 実 に身 に付 け させ るた めで ある。

(4)単 元の 目橿

ア 論拠 とな る情 報 を収 集 、選択 し、文章 の組 み 立て を 工夫 して書 こ う とす る態度 を身 に

付 け る。(関 心 ・意 欲 ・態度)

イ 他者 の 主張 に対 し、 自分 の考 えや 意見 を伝 える論理 的 な文 章 を書 く。{書 く能 力)

ウ 論理 的 な文 章 の型 を理解 し、身 に付 け る。{知 識 ・理 解)

(5)単 元の 評価 規 準

関心 ・意 欲 ・態 度 書く能力 知 識 ・理 解

① 自分 の主張の根拠 とな る材 料 を

収簗 ・選択 し、文章の組み 立て を

工夫 して書 こ うと してい る。

②他者 の主張 に対 し、 自分の立場 を

明確に し、客観的 な根拠や 理由に基

づい た考えや意見 を書いている。

③ 文章展闘の基本 となる型 、各段

落 の意義 を理解 してい る。

{6)指 導 上の 工 夫

ア 学 習 内容 を 日常生 活 に還 元す るた め に、生 徒に とって身 近 な素材 、 テー マ を扱 う、

イ 書 く能 力 の定着 を 目指 し、段 階的 な学 習活 動 を計画 し、取 り組 ませ る。 ま た 、重要 事

項に つい ては 単 元内 で繰 り返 し扱 う、

ウ 生 徒 自身 が主 体的 に学 習 活動 に 取 り組 め るよ うな ワー クシー トを工夫す る。

工 応 用性 が高 く、分 か りや す い文 章の型 を 示 し、文 章 を書 きや す くす る。
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オ 評 価Cの 生徒 へ の指 導 を考 え、 プ リン トな ど具体 的 な 手だ て を準備 し、400字 程度

の意 見文 を確 突 に完 成 させ 、達成 感 を味 わ わせ る。

カ 「書 くiた めに 「読 む」活 動 をお き、 二 つ のカ が有機 的 に働 い てい る こ とを意識 させ

る。

(7)指 導 と評 価 の計 圃(別 畿)

{8)成 県 と課 題

ア 成 果

(ア)書くこ とに 対 して抵 抗感 の あ る生 徒 も少 な くな か った が、400宇 程 度 の文章 を書 く

こ とを通 して 、達 成感 を もち、書 くこ とへ の 関心 ・意欲 を高 め るこ とが で きた。

(イ)学習活 動 に例 文 の作 成を 導入 す る こ とに よ り、文 章 の基本 とな る型 を主体 的 に理解 さ

せ 、今 後 の書 くこ との 指導 に っな げ る こ とが で きた。

(の授業 者 が生 徒 のつ まず き そ うな点 を 予測 し、具 体的 な 手 だて を準 備 して授 業 を進 め

た こ とに よ り、「個 に応 じた 指導 」 を充実 す る こ とがで きた。

イ 課題

(ア)本単 元 では主 張 に対 して反 論 す る意 見文 を書 いた が 、さ らに 肯定す る意 見 文 を書 くた

めの指 導 の工 夫 も必要 で あ る。

(イ)身近 な素材 、テ ーマ を活 用す るた めに新 聞 の投 書 記 事 を活用 したが 、生徒 の学 習効 果

を高 め るよ うな文 章 を 日ごろか ら収 集 してお く必 要 が あ る。その際 、Cの 生徒 へ の 手だ

て とす るこ とやAの 生 徒へ の発 展教 材 とす るこ とも考 えて 、投 書記 事へ の反 響(肯 定 、

否定 な ど)の 記事 が あれ ば意識 的 に収集 す る。

2f個 に 応 じた 指導 」 の充実 を図 る 「鏡 む こと」 の学 賢指 導 〔国詣 総 合=現 代 文)

一 テ キス トを解釈 し評価 す る能 力 を悼 ぱす 一

{1)単 元 名 図表 の言 語 化 と文 章の 図解(6時 間)

(2)教 材 自主編 成 教材 平成17年 版 国民 生活 白書 「子 育て 世代 の意識 と生活 」

(3)単 元 設定 の理 由

文 部科 学省 「PISA調 査(読 解 力)の 結 果分析 と改善 の方 向」 で は読解 力 改 善の 取組 と

して 「テ キス トを理 解 ・評 価 しなが ら読む 力 を高 め る こ と」 を挙 げ、 テ キス トの形 式 を 「非

連 続 型テ キス ト1=図 ・グラ フ ・表 な どと、「連綾型 テ キス ト」=文 章 な どに分 け てい る。「読

む こ と」 分科 会現 代 文班 では この指摘 を受 け 、国 語力 の根 幹 をなす 「読 解 力 」を 向上 させ る

た めの学 習指 導 につ い て研 究 を進 め る こ とに した。

本 単元 は学 習指導 要領f国 語 総合 」「2内 容tの 「C読 む こ と」の指導 事項 ア、イ に基

づ き設定 した 。文 章 ばか りでな く図 表 も含 め たテ キス トか ら情 報 を正確 に取 り出 した 上 で、

その情 報 が どの よ うな意味 を もっか を解釈 し、 自 らの知識 や考 え方、経 験 と結 び付 けて評 価

す る能力 の育 成 をね らい として い る。

具 体的 には 図表 を言葉 で表現 す る 、 また 、 文章 を図解 す る とい う双方 向 の作 業 を行 うこ と

に よ りテ キス トの内容 、構 成 、 意味 を生徒 が解 釈 し、評価 す る こ とを 目指 した.図 表 をテ キ

ス トと して とらえ、文 章 と同 じよ うに 「読解 」す る こ とに は、他 教科 との関連 を考 えて も大 き

な意 味が あ る。 また 、文 章 の図解 に つい ては 、論 理的 な思 考 力 を育て るの に効 果 的で あ る。
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(4)単 元の 目標

ア 文 章 に付随 す る図や 表 、 グラ フに関心 を もち、様 々 なこ とを読 み取 ろ うとす る。(関

心 ・意欲 ・態 度)

イ 文章 の 内容 を要 約 し、構成 に従 って 図解 を して ま とめる。(読 む能力)

ウ 様 々な 図表 につ いて、 その意 味や使 われ方 を理 解す る。(知 識 ・理解)

工 文章 読解 にお け る重 要語句 を見付 け た り、小 見 出 しを考 えた りす る。(知 識 ・理 解)

(5)単 元の 評 価親 準

関心 ・意欲 ・態 度 読む能力 知 識 ・理 解

① 図 ・表 ・グラ フ に関 心 を も ち 、文 ③課題に応 じて必要な情輯を読み敵

一

⑤ 図 ・表 ・グ ラ フに つ い て 、 そ

章 との関係 を自分で考 えよ うと し り、図解 に してま とめる ことがで き の意味や使 われ 方を理解 してい

て い る。 る 。 る 。

②様 々なテ キス トを読 んで、ものの ④ 文章の内容 を的確 に読み 取 り、要 ⑥語句 について、その意味 や文

見方、嘔 じ方、考 え方 を広 げた り深 約 した り構成を確か めた り して い 脈の中での対応 関係 を理解 して

め た り しよ うと してい る。 る 。 い る 。

(6)指 導 上 の工 夫

ア 文 章 に付随 す る図 表 を単独 で 示 し、そ こか ら読み 取れ る ことを文 章化 させ 、 も との 文

章 と比 較 で きる よ うにす る。

イ 文章 の 図解 に 当た って は構成 が単純 で短 い ものか ら、 次第 に複 雑 で長 い もの にな るよ

うに教材 の構 成 を配 慮 す る。

ウ 「説 む こ と」の単 元 では あ るが 、「書 くこ と1や 「話 す こ と」へ の 関連 を意識 付 け るよ

う配 慮す る。

工 毎時 の ワー ク シー トの点 検及 び 「評価Cの 生 徒へ の手 だて 」に よ り 「個に応 じた指導 」

を行 う。

(7)指 導 と評 価 の計 画(別 紙)

(8)成 果 と課題

ア 成 果

(ア)生徒 が興 味 ・関心 を も って 主体的 に取 り組 む ことがで きた。

(イ)図や 表 を言 葉 で 表現 す る作業 を通 じ、単 に見 るので は な くテ キス トと して読解 す る意

識 を生徒 が もつ こと に よ り、 自 らテー マや 特徴 に気 付 くこ とが で きた。

(ウ)筆者 の 主張 を受 動的 に読 む こ とに と どまって いた生 徒 も、文 章 を図解 す る こ とで構成

や 論理 展 開を主 体的 に確 か め よ うとす る学 習 をす る こ とがで きた。 さ らにす す んで疑 問

を見 付 けた り新 しい発 見 を した りす る生徒 も多 数 にの ぼ った。

(エ)文章 を 自らの進 路や 将来 の在 り方 と結 び付 け て考 え、評 価す る読 み 方 がで きた。

イ 課題

(ア)テキ ス トを評 価 す る基盤 とな る知識 や 考 え方 を身 に付 け、磨 いて い くよ う指導 す る必

要が あ る。

(イ)図解 を も とに文 章 を書 く、ス ピー チ をす るな ど、「書 くこ と」 「話す こ と」の領 域 につ

なげ て い くこ とに よ り、 一層の効 果 が上 恭 る こ とが期 待 で きる。
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3f個 に応 じた指導」の充実 を図 る 「競む こと」の学習指導{国 語総台=古 典)

一 ス トー リー予麹 と作歌を通 してテキス トを評価 しながら暁む能力を伸ほす

(1)単 元名 和歌の読解 と作歌を中心に作品を評価 しながら理解する(4時 間)

(2)薮 材 『伊勢物語』23段 「筒井筒 」

(3)単 元設定の理由

平安貴族 のコミュニケーシ ョンの一つに、和歌の贈答があった。和歌の読みには、歌の表面的な

解釈 に とどまらず、歌の真意は何か、どのよ うな事情によってこのような表現になっているのかな

ど、言葉の背後にある意図を洞察す る力が求められる。和歌を読み取る読解力は、PISAの 読解

力調査に基づく指導の改善点に示 されてい る、 「評価 しなが ら読む能力」を高めることにっながる

と考え られる。

本単元は、高等学校学習指導要領 「国語総合」 「2内 容」のrC読 む こと」の指導事項 ウ、

エ に基づ き単元を設定 した。和歌か らス トー リー を予想 した り、ス トー り一から和歌 を作ることに

よって作品を評価 しながら読み味 わった り、読み を深 めた りする能力の育成を図った。

(4)単 元の 目標

ア 登場人物 の考え方、感 じ方を、身近に理解 しようとす る。(関 心 ・意欲 ・態度)

イ ス トー リー を基にして和歌を作 り、予想 したス トー リーや作 った歌 と本文 を比較 して読み を深

め る。(読 む能力)

ウ 時代背景、歌物語の成 り立ち、文法事項、重要単語 を理解す る。(知 識 ・理解)

(5)単 元の評価規準

関心 ・意欲 ・態度 読む能力 知識 ・理解

①和歌の果たした役割を理解しようと ③和歌の語句の意味から物語の展開を ⑤時代背景、文法的知織、和歌の

して い る。 論理的に想像 し、和歌の真意を読み取っ 修辞について理解 している。

②壁場人物のものの考え方や感じ方を てい る。

身近に感 じようとしている。 ④作品のス トー り一展闘、登場人物のも

のの見方、感 じ方を踏まえた作歌を行っ

てい る。

(6)指 導上の工夫

ア 和歌の解釈 に、再度、 「なぜ」 「どんな」とい う問いを付 し、和歌の表現か ら男女の背景、間

柄 にっいて物語を想像できるよ うにする。

イ 結宋の ス トー リー展開を推測 して作歌す ることによ り、登場人物の考 え方や感 じ方 をすすんで

読み取る意欲 ・関心をもたせる。

ウ 自作の和歌と他者 の和歌 と本文の和駄 とを比較す ることに より、同 じような場面で様 々な感 じ

方があ ることに気付かせ る。

工 全訳 を終えた上で、作品全体にっいて疑問点を見付 け、時代背景や習慣 の違 いにっいて理解で

き るよ うにす る。

{7)指 導と評価の計画(別 紙)
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(8}成 果 と課題

ア 成果

(ア)生徒一人一人が時代背景や結婚の習慣な どに対 して関心 をもつことができた。

(イ》ス トー リーを作ることで、和歌の真意を読み取ろ うとす る意欲を喚起す ることがで きた。

(ウ)平安時代の和歌の作歌動機 ・過程を擬似体験 させ ることで、テキス トを評価 しなが ら読む こと

がで きた。

(⇒登場人物の心情が どのよ うに和歌に結実 したかを理解す ることにより、平安時代の和歌の役割

など、様々なものの見方を深めることができた。

イ 課題

(ア)あらす じとの整合性を保ちつつ、自由な作歌への意欲 を喚起す るために、結末の方向性 を示 さ

ない ワー クシー トを工夫す る必要がある。

(イ)物晒の展 開を推測させることが、評価 しなが ら 「読むこ と」に結び付 く可能性は、確かめ られ

たが、推測 させ る方法には 「書 くこと」 との関連 を踏まえた工夫が必要である。

V研 究の成果と課題

1成 県

(1)r国 語力」の充実を 目指 した教材 ・指導方法 を工夫 し、その実践を通 して「個に応 じた指導」の充実

を図 ることで 「確かな学力」が向上 した。それを、各分科会の共通成果 とす ることができる。

(2)「 国語力」育成のために、毎時間の指導 目標 と評価規準を明確に した学習指導計画を作成 し、検

証授業を行 った。そ して、生徒 による授業評価 を踏まえて、問題点を明 らかに し、指導方法 を工夫

して、授業改善を繰 り返 したことカS「個に応 じた指導」の充実につながった。

(3)r書 くこ と」分科会 にお いては、相手の圭張 を受 け止 めてそれに反論す る意見文を書 く活動 を通

して、自分の考 えを論理的に表現す るカ を伸長 させた。 「読むこと」分科会は、「現代文」班では統 計

資料の読み取 りや 文章の図解を通 して、「古文j瑳 ではス トー リー予想 と作歌を通 して、与 えられ た

情報を評価 しなが ら読むカを育成 した。

(4)r生 きるカ」としての「国語力」の育成は、国語科 だけでは担いきれない。委員一人一人が所属校

で発信者 となって課題 を指摘 し、国話科の取組について説明 し、他 教科の協力を求めた。

2課 題

{1)「 国語力」 向上に関す る社会の要請 を意識 し、今後も継続的に指導方法の開発に努めてい く必要

があ る。

(2)「 話す こ と ・聞 くこと」の領域において も、「国語力」育成のための 目標を明 らかに した学習指導計

画の作成が必 要である。

(3)「 個に応 じた指導」の一層の充実 を図るためには、生徒に よる授業評価 を有効に活用 し、 さらに

評価規準や評価方法の工夫を重ね る必要がある。

(4)学 習 した内容の 日常化 ・一般化 を図 り、r生 きる力」としての 「国語力」育成ができるよう、 よ り一

層他 の教科 との連携を深めてい く必要がある。
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{7)指 導と辞価の計i(4時 間扱い} 国語総合(第1学 年)

1

=

ー

鱒問 各時同の日蟹と騨西規準 評礪の翼醸と力濫 撃冒話動 憎噂上の留意点

・作 晶 に閥 心 を もち .ナ す ん で寝 僻 しよ う とす る. 1園 心 ・奮 欲 を も って 敏 り緬 ん で い る. 1「 伊勢鞠-」 の博代曹量を確躍す邑. 1副 敦 材 の 便 覧 に よ 弓 て 、 費 族 の 一 生 に つ い

1 1国 心 ・童 欲 ・雌 度1① ⑭ 1行動の鳳察1 2「 敏 輌 麟 」 の譲 り立 ち と.杓 敏 の 彼 劇 に つ て の 予 胃 を 行 う よ う嶺 示 を して お く.
・飾 代 青 景 を理 醒 してい ろ

. 2語 句の用陪 ・衰紀などを曜解して聰んで いて 理 鰐 す る. 2釦 敏の現代騒蟹から、豊暢人鞠の行蘭や舞
2 ・文学作品を臨み味わうために隠旬を的碗に哩儒 い る.1行 勤 の襯 鄭1 3粕 敏 を艀 駅 し隠 句 を 根 齢1こ ス、トー リー を想 え カ 、 感 じ方 に ・っい て 、 小 さな 疑 閥 も記 †

して い 昌騨 艦卸 臓 ・理 鰐1⑤ 3軸 歌の踊句から口●を怒鹸しようとして 瞼 す る. よ う権 導 す る.

・和 歌 の 真 意 を饒 み 歌O .1臨 む 鮨 力1③ い 益.1仔 勘 の 観 蟷1 aス トー り一 襲 蘭 を 椎 癬 させ6.そ の 鮪 、 和

4ワ ー ク シー トに 紀 λ して い る畢 歌 の どの 晒 を ど の よ うに 解 駅 して ス トー り

1配述の点検1 一 を懇像 したのか橿艶を示すよ う櫓導す

4岸 品 最 隔 と 怒 偉 した ス トー リー を 比 鞍 す
る.

■ ワー ク シー ト1 る. 4彿 め に儒 人で ス トー り一 を想 ● させ 、 噂 聞
5ワ ー タ シ ー ト1か ら飾 井鱗 の 第 一 殿 落 金 文 を切oて グループを編或し、亀者の視点も
の 鵠 み と現 代鱒 醗 と を確 陽 寸'る. 参 】畦に しな が ら紬 得 の い く ス トー リー を 作
6文 涜事項を理醇する. らせ ら.

絆価Cの 生健Aの 櫓導の手だての例
和 歌 か らス トー リー を 想 臓 させ るた めの ヒ

ン トとな 愚疑 聞」載を示 す 。

・詐【品 に 聞 心 を もち 、す す ん で 遍 醇 しよ う と† 蚤. 1岸 晶の最●を糧拠に作歌しようとしてい 1ワ ー クシ ー ト2に 零 文 と駅 を入 れ させ5・ 1作 島の六まかな篇れは示し、縮家だけは醗

旧 心 ・意欲 ・艦崖1① ㊥ る.1行 勘 の 眼 察1 電 暫 畳 臨 明 と,心 傭騰 明"分 ・を 鞄 露 し.量 櫓 せ て お く.

3 ・作 晶 の慶 闘 を踏 ま えた 瓢 歌 を 作6 、 2ワ ー ク シー トに 記 入 して い る. 人●の心情とあらす じを理鰐†番. 2女 性の立楊に立ワて、軸歌を惟らせ軌 そ

置醜む鮨力1④ 1配述o煮 憤1 2文 脈にあoた 湘歌を俸軌 の醸 、費 最(季 節 、鱒 属 書 、 ムー ド}.劇 俸

・翫 句 を文 脈 の 中 で雇 醒 して い る. 3ワ ー クシ ー ト2を 提 出 † 蚤。 灘図{何 を厨えたい徹なのか⊃について艀

1知口 ・理朝 ㊥ ○ ワー ク シー ト2 醗でさ石ようメモを楯えて和歌を作るよう

櫓示する.

評唖Cの 生捷への櫓導の手だての側

結末について可鮨控のある最闘を示す.

・衰 現 の時 色 を と ら え6 .匡 知 騰 ・瑠 僻1⑤ 1ワ ー ク シ ー トに 配 入 して い 石。 1飽 の生雀の暫歌、零文の網歌と自作の和融 1自 分 の 翰 歌 と比 較 す ゐ こ と で.聞 じ青 景 か

4 ・作 晶 をす す ん で 理 郁 しよ うと† る. 1記述 の点験1 とを比 較 す 蚤. ら幟 々 な離 み ボ あ るこ と に気 付 か せ る。

1鱒 心 ・意 獄 ・轍 度1⑪ ⑳ 2自5シ の 」彫え,を療 め よ う とい う姿 勢 で眼 り 2序 綱 につ い τ麗 齢 す る. 2俸 凸 の軸取に用いられた軸厭の催畔に気付

組 ん で い 石. 3ワ ー タ シ・一ト2に 本 文 を 書 写 し、 現 代 ● 駅 か せ る.

`行動の霞"1 す6.

4豊 柵 人 物 の 行 酌 、 心 情 、 習慣 等 に つ い て 屡

◆ ワー ク シ ー ト2 團 点 を挙 げ 、 自 ら答 え を肴 え 看,
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